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スウェーデン語のNiについて

スウェーデンとデンマークの違い

1.はじめに

私はデンマークを専門にしているので,言語について見たり考えたりするとき

もデンマーク語が中心になってしまう.デンマーク語には2人称単数の代名詞と

して De と d0 の2つの形があるが,最近この De と dU について,1970年代以降

の状況をデンマーク人はどう見てきたのか私なりに考えてみたことがある.リ

おおざっぱにまとめるならば,このDeとd0の使い分けがはっきりしていた時代

があり,その後dUが急速に広まり Deがほとんど消滅しかけた時期があり,そし

てまた De の勢力がほんの少し盛り返し現在にいたっているというのが,変遷の

概略だといえる.デンマーク人自身がその移り変わりをどうとらえているのか,

デンマーク人のいろいろな記述を読んでいると,スウェーデン語における状況に

ついて言及されることがありそれが大変興味深く思われた.,

たとえば,Deが再び使われるようになったという脈絡で,スウェーデン語でも

同じ現象が先行して起きているが,言語面だけではなく社会のほとんどの現象に

つぃてもスウェーデンは先行するのが常だという簡単なコメントがあった.2)

また,呼びかけのーつとして代名詞だけではなく肩書きも使用されたという脈絡

で,スウェーデン語における肩書き使用が,非常に硬直した感じを与え,それが

デンマーク人が抱くスウェーデン人のイメージにもつながっているというコメン

トもあった(脚Sbye 1985:29).

スウェーデン語にも niとd0 という2つの2人称単数代名詞がある.だがデン

マーク語と大きく異なる点があり,スウェーデン語においては呼びかけるときに,

2人称代名詞だけではなく肩書きの使用も大きな役割をはたしてきた.そのため,

デンマーク語とスウェーデン語では呼びかけの代名詞に関して,その問題のあり

かは異なっていた.デンマーク語では親称と敬称の,ともかく代名詞の使い方に

ついての問題であったのに対し,スウェーデン語では,肩書きの使用に対する代

名詞の使用,という立場での問題であり,また後にはdU対niという2つの代名

詞の問題という形も出現してくる.

スウェーデン語では呼びかけの2人称単数代名詞や肩書きの使い方が非常に複

雑だったため,それが問題とされることもデンマーク語より早かった.すでに

19世紀から改革を主張する声があがり,「ni改革」と呼ばれる運動が展開され始
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めた.このような経緯もあり,呼びかけの問題はスウェーデン人自身によって非

常に意識され,また注目されてきた.デンマーク語とは比べものにならないほど

複雑な歴史を経てきていると言える.

この問題について,また変遷の歴史についてスウェーデン人自身が書いたもの

を読んでいると,稀にではあるがデンマーク語についての言及に出会うこともあ

る.

研究という分野では, E松 Martensson が 1980年代に"Detnyaniandef'(1986)と

"Nar myndighetema blev du med oss - om inf0血aliseringen av det offentliga spr含ket"

(1987)という 2つの論文を発表している.前者はそれまでの歴史も含め,1980
年代に出現したいわゆる「niの新しい用法」を取り上げている.後者は官公庁の

パンフレットなどを手がかりに呼びかけの形の変遷を扱っており,スウェーデン

では 1980年代にすでにこのような意識で研究調査が行われていることを知ると,

社会でのいろいろな現象に関しスウェーデンが他国よりも先に進んでいるという

ことを実感させられる.

その Mart伽SS叩の時代からさらに 10年以上の年月がたっている.現代の状況

を矢Ⅱる 1こは, catrin Norrby の" Kandidat svensson, du e11er ni - om utvecklingen av

ti11talsskicketi 即e那kan"(1997)が Martensson にも言及しており,適切である.ま

た最近出版された大部の文法書 Teleman a 01.(1999)の SW那k" Akoda"i'那

8m抗抗ωik では,こうした2人称代名詞の用法にっいてどう記述されているのか

も興味深い.また過去の記述としては, wessen3)(197の, we11ande゛)(1973)のも
のなどがある.

この小論では,スウェーデン人がスウェーデン語における呼びかけの2人称代

名詞の使い方の移り変わりをどう見てきたかをまとめながら,デンマークとは

違った複雑な状況を者察する.

福井信子:スウェーデン語のNiについて

2.人称代名詞における親称と敬称

ヨーロッパではほとんどの言語が,呼びかけの代名詞として2つの可能性を

持っている.つまり2人称代名詞に親称と敬称の使い分けがある.たとえば仏語

の加と WUS,独語の dU と Sie,そして北欧語でもデンマーク語には dU と De,

ノルウェー語にも dU と De,スウェーデン語には dU と niの区別がある.しかし

周知のごとく英語はyoUの 1つだけ,また北欧語のなかでもアイスランド語はN
だけを使用している.

ひとりの人間に対し呼びかけるとき,丁寧で形式的な代名詞として,2人称複

数形の代名詞が使われることもあれば,3人称の代名詞が使われることもある.

現在のデンマーク語ではdUとDeであり,敬称として3人称代名詞が使われてい,
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る.ドイツ語もそうである.一方スウェーデン語ではdU と niでありこのniは,

2人称複数形の代名詞に由来するものである.フランス語もこちらに属する.

英語の場合はdUに相当するth0Ⅱと2人称複数形のyeの2つを使っていた時代も

あるが,1600年頃より tho0 も ye も姿を消し,本来 ye の与格・対格の形である

yo0に一本化されて現在にいたっている.

2.1.デンマーク語における敬称

デンマーク語での歴史をたどると,もともとは山だけであったのが,丁寧な呼

びかけとして結局3つの可能性が生まれた.2人称複数代名詞の 1,3人称単数

代名詞の han小Un,3人称複数代名詞が大文字で書かれた De の3種類である.

デンマークの場合は常にドイツ語を手本として,ドイツ語を経由して入ってくる

のであるが,これらはそれぞれドイツ語の lhr,evsie,sie を範としたものである.

ドイツ語の lh「は中世初期に丁寧な呼びかけとして使われるようになり,それか

らデンマーク語へ広まりデンマーク語で一般的になったのは中世の終わり頃であ

る.まず都市の上層の人たちの間で使われ,それがだんだん下へ広がっていき,

見知らぬ人に対する丁寧な形として,さらには家庭で夫婦の間でまた子どもから

大人への呼びかけとして使われるようになっていった.次にドイツ語では 17世紀

の初めに3人称単数代名詞 er/sie が丁寧な形として使われるようになり テン,

マーク語では百年ほど遅れて 17世紀末になってから,han小如という3人称単数

代名詞の呼びかけが使われるようになる.

さらにその後,ドイツ語では Sie を使うようになる.これは 17世紀の終わりに

出現し,18世紀の間に社会の教養ある層の人たちすべてに広まり,現在にいたっ

ている.由来としてはEU祀 Gnad飢のように「お慈悲」など普通名詞の複数形を

含む表現を,代名詞に置き換えたものであり,後にそれが呼びかけだということ

をはっきり示すために大文字で書かれるようになった.だいたいデンマークでは

ドイツから百年くらい遅れて広まると言っていいのだが,この Sie にならって

デンマーク語でも De が使われるようになる.デンマーク社会の上層にはドイツ

語を話す人が多かったため,このDeは急速に広まっていった.1800年頃にはDe

が圧倒的に優勢となり,19 世紀の問に絶対的な地位を獲得する.先の2種類の

言い方のうち1は方言に追い払われ,h肌小叩は社会の下層で一時期生き延びた後,

消えていく(磁Sbye1985.2の.
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2.2.スウェーデン語における敬称

スウェーデン語ではひとりの人間に対する呼びかけは本来 dU であり,複数の

人問に対しては1が用いられていた.



この複数形 1 がひとりの人間に対する丁寧な呼びかけとして使われるように

なってぃった.それは 14 世紀あるいはそれ以前にもさかのぼるという.「中世

の時代に外国からの影響で,崇めようとする人に対して複数形 1 で話しかける

という習慣が生じた.」 6刃郡Se0 197住 56).次第に,年上の人,立場が上の人に
対してこの丁寧な呼びかけ方が広まっていった.妻が夫に,子どもが親に,召使

いが主人に対して,そのほかに知らない人に対しても使われるようになった.

スウェーデン語の 1が,このようにひとりの人間に対して使われたとき,確かに

礼儀正しいものであった.

だがその一方で,niという別形が生じてくる.複数形は方言によって様々な形

が生まれたが,なかでも ni は,ほとんどの方言に見られた形だという. wesS6n

によれぱ「niという形は少なくとも 17 世紀の初め以来,中部スウェーデンの話

し言葉に存在している.これは,先行する動詞の末尾の一n と融合することによ

り,複数形の 1から生じた. vissten、1が Visste・ni となったように.」(wessen 1970

56-57).

このniがひとりの人問に対して使われた場合,一般民衆の問では1がそもそも

使われ始めたときと同じように礼儀正しいと受け取られていたが,書物に親しみ

教養ある人々の問では,niはまず第一に問違った言い方と見なされていたという.

そして 17 世紀の終わりには既に ni での呼びかけが「*且野だ(grovt)」,つまり

あまり丁寧とは言えないと見なされ始めていた 6和esS6n197住57).肩書きの使用

がすでに始まっており,肩書きを持った者と持たない者が接したときに, ni の,

一方的な使用が人々に意識されるようになった.肩書きを持った者,つまり立場

が上の者は下の者に対してniを使うが,下の者は上の者に対して肩書きを使うと

いう事態である.それによってniには横柄な感じ,不快な感じが伴うようになり,

niの価値はどんどん低められていった.

スウェーデン語では丁寧な呼びかけとして,後に ni となっていく2人称複数

代名詞 1 だけではなく,3人称単数代名詞 han小on も使われるようになったが,

デンマーク語で最後に定着した De に相当する3人称複数代名詞は入ってこな

かった.3人称単数代名詞 han小on を使っての呼びかけは, niよりも親切な感じ

であり苛立ちも少ないと多くの人力旺里解していた,とWOSS6n(197住57)は述べて
おり,それは今でもそう理解されていると 1970年の本で書き添えている.,

Mをn飢Sson にはまた次のような記述もある.「いくつかの方言,たとえぱスコーネ

方言では,ni は年長の家族や親戚に対する礼儀正しい呼びかけであった.だが

大多数の方言,とくにスウェーデン北部ではniの使用が定着することはなかった.

一般的にスウェーデン人は3人称の代名詞han小onの方がniよりも礼儀正しい呼

びかけだと理解した.上層の階級では 18世紀の後半にフランス語のWUSに直接

福井信子:スウェーデン語のNiについて
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対応するものとして niが受け入れられた.」(Martensson1986:4の. hann1伽の方が
niよりも好感をもって受け入れられたのは,社会的立場や年齢が上の者から下の

者へ,またその逆に下の者から上の者へと,どちらの方向にでも使われたからだ

と考えられる.

2,3.スウェーデン語での肩書き使用

16世紀になると,スウェーデンでは高い身分の人に対して直接話しかけること

を避けるようになる.貴族や大司教に対しては, EderS という所有代名詞に n加

<慈悲>,h6部6村i帥et <尊厳>などの普通名詞をつけた儀礼的な言い方が用い

られるようになり,また(h伽)g祀"即<伯爵>,(h0川 m司0祀"<大佐>,(h0Π)

b0喰m加taren <市長>など相手の肩書きが使用されるようになった 6Nessen

197住 57).直接的な言い方を避けるという心理は,多くの言語で見られるもので
ある. Edorsnad などの言い方が代名詞化されたのがドイツ語の Sie,さらには

デンマーク語のDeの由来であるが,スウェーデン語はその段階に進まなかった.

デンマーク語では De が使われ始めたのは 1700年頃,確立されるのは 1800年

頃と比較的遅かった.そのためにまったく新しい形として受け取られ,かつての

1に引きずられることなく丁寧な呼びかけ語として社会のどんな場面でも機能,

するようになった.スウェーデン語の場合,1の後継であるniが早くから否定的

な響きを持つようになったこと,社会のどんな場面でも使える丁寧な呼びかけ語

が確立しなかったこと,そのような適当な語が見つからないまま肩書きの使用が

始まったこと,それらがあいまって,人々の付き合いのなかで結局肩書きの使用

はどんどん広まっていった.まさにこの肩書きが社会のどんな場面でも丁寧な呼

びかけとして使われるようになったのである. Kisbye(1985:29)はユーモラスな

例として,旅行中のスウェーデン人の話を紹介している.列車に乗り合せた二人

はhentagpassager笹閉<列車乗客殿>と互いに呼びかけ合い才知こ蒸気船に乗り

換えたとたん, he汀angbatspassagerar即<蒸気船乗客殿>と言い換えるという話

である.

肩書きを持っている人に対し,その肩書きを使わないでniで話しかけることは

失礼なこととされ,また肩書きを間違えることも無礼であった.肩書きを持たな

い者に対しては田子に herr, fru, fr6ken をつけて herr Andersson3 fN petersson の

ように呼ぶか,あるいはただ苗字だけでノ勺ldersson,ファーストネームだけで Lars,

Stina のように呼ぷのが普通となった御essen 1970.57).いずれにせよ niで話し

かけることは状況が許さなくなり,うっかりniを使おうものなら大きな反感を呼

び,過敏な返答さえ引き起こしかねなかった.

厄介なことに肩書きは絶えず繰り返さなくてはならず,代名詞で置き換えられ
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なかった. SW那ka Ak"d'版ie加 gm抗抗αhk によれぱ,肩書きで呼びかけるとき,

再帰代名詞は Sjg が用いられ, Nu mastedirekt6renskyndasig.く社長はお急ぎにな

らなくてはなりません.>のように言う.それに対し,前方照応の3人称代名詞

が使用されるのは明らかに大衆的な響きがともなったときだけであり,標準言語

としては肩書き表現が繰り返され, N" mastedirekt6renskyndasigom direkt6ren ⅥⅡ

kommaitid.くもし時間までに行かれるのでしたら,社長はお急ぎにならなくて

はなりません.>のように言った(Telemanel"1.1999:11268).

長い肩書きを繰り返すというのは非常に効率が悪く不便である.また初対面の

相手の肩書きを知ることは難しいうえに,人の肩書きは変わることも多い.

デンマーク語にも肩書きの使用がなかったわけではないが,立場が上の人,

特に高い地位の人に対して使うと考えられていた. Kisbye(1988)は次のような例

を挙げている. H釘di祀ktφrentidetφjeblik?く社長さんは少しお時問がおありです

か.>. JegskUⅡebedekontorchefen kigge 角 Sagen!くぜひこの問題を見てくださる

よう局長にお願いいたします.>. HⅦd menefowr1記gen?くお医者さんはどう思

われますか>.高し寸也位の男性と結婚している女性についても Pasto"nden く牧

師夫人>, godsej釘inden <地主夫人>, P円fessoHnd肌<教授夫人>のように使

われた.単純な役職名を呼びかけに使い,たとえぱ Majeg olejlige foldm記8tig伽

et町eblik?<少しの間ご迷惑をおかけしてもかまいませんか.>と fuldm記gtig印

<主任事務官>に対して話すこともあった.特に高い地位の人でなくとも,社会

での互いの役割を肩書きのようにして呼びかけに使うこと,これがスウェーデン

語で社会全体に広まったやり方であり,一方デンマーク語では散発的に見られる

だけにとどまり,そのような事態にはいたらなかった.デンマーク語には十分に

敬意を示せる簡便なDeが存在したからである.

子どもが親に対してfar <父親>,m01 <母親>という語を直接用いて,vnfar

ikke_.?<お父さんは・ーしたくありませんか.>, synesmorikke_.?くお母さんは

と思いませんか.>という言い方が,デンマークの一般市民のある範囲では

戦後まで使われていたという.今ではデンマーク人にとってまったく奇異に感じ

られる表現であるが,この用法はスウェーデン語から入ってきた,と Kisbye

(1988)は推測している.

福井信子:スウェーデン語のNiについて
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3.スウェーデン語における「ni改革」

スウェーデン語の歴史で「ni改革」と呼ぱれるものがあった.19世紀半ばに起

こり,1930年代まで活発に展開された運動である.スウェーデン語は,確かに親

称のdU ともうーつniという 2人称代名詞をもっている.親称のd0はデンマーク

語等と同じように機能していたが,敬称のniの価値が大きく下がってしまったた



め,19世紀の前半には,スウェーデン人自身が,スウェーデン語にはどんな場面

でも丁寧な呼びかけとして使え,ある程度の距離をおいて話すときに便利な

2人称代名詞,つまりデンマーク語のDe,ドイツ語のSie に相当するようなもの

がないと感じていた.niは「客から店員に,肩書きを持った人から持たない人に,

上司から部下に使われると,しばしば失礼で不親切だと理解された.呼びかけら

れた者が自分を社会的に弱い側だと受け入れなかったときには,また呼びかけら

れた者がこの表現によって社会的地位の違いを感じさせられたくなかったときに

は.」(releman a "1.1999:267).「ni改革」とはこの niの不快な響きを取り除き,
中立的な丁寧な呼びかけの代名詞,フォーマルで礼儀正しい呼びかけの代名詞と

して確立させようとした運動のことである

19 世紀の半ばから新聞では ni改革のキャンペーンが繰り返し行われるように

なった.どのような宣伝が行われたかというと,たとえば,何何という協会は会

員相互のあいだで ni を使うことを決定した,あるいは著名なこういう人が niの

使用に賛同した,誰それはni改革を支持しているというような記事を定期的に掲

載することであった.1865年のD昭.那Nyh'記メ)にすでにこのような記事が見ら

れるという(M翫tensson 1986:41).

1920年代,30年代にこのni改革は再び燃え上がる.唱道者の一人である国語

学者ErikweHand釘が,1935年に niの使用を推進する小冊子を干リ行した. niの支

持者たちはniの導入を政府に働きかけたり,学校でこそまずこの改革を行うべき

だと主張したりした. weⅡander の小冊子に対抗して,同じ国語学者の Lars

LeⅦnde,6)が新聞に「スウェーデン国民は ni改革を必要としない」と題された記

事を発表するなど,活発な論争が展開された. LeⅦnderは,実際問題として丁寧

な代名詞が必要とされているのは社会の限られた範囲だけだと言う.上流階級や

知識階級,都会の人たちがそのような代名詞を必要としているだけで,普通の大

多数のスウェーデン人は他国に例を見ないほど仲問意識を持った d0 を使用して

いる.速慮なくd゛を使い始める若い労働者と,dU の儀式を済ませてからでなく

てはと思う学生が出会ったときも,最初の一瞬こそ戸惑いがあれ,握手をしお互

いを見つめてすぐにdU を交わすようになり,それですべて解決すると, k松nder

は主張した(M厶rtensson 1986:41-42).
このように活発な議論が行われ,ni改革推進者たちがni導入を強く迫ったにも

かかわらず,改革は広く浸透することはなく結果として失敗に終わった.19"年

の8月10日のDage榔Ⅳyha甜に,この年行われた呼びかけにっいての調査結果が
伝えられてぃる.それによると,回答者のうちの 37%は見知らぬ人に対して ni

と言うほうを好み,24%はf円n/fr6k印m釘m に固執し,17%は d0 と言い,15%は

damen /min dam /min herre をイ吏うとし、うものであった(M含rtensson 1987:28).
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ところで Martensson(1986:42)の紹介している見方であるが,19 世紀の段階で

ni改革が起こったときには,呼びかけとしての肩書き使用をやめたいという切実

なものがあった.しかし ni の悪いイメージを払拭することはできなかった.

それに対しWenanderが主張を展開した 1935年という時代は,第一次世界大戦が

終わってから年月も経過し,もうすでに労働者の間では団結を示すdUが広まって

おり,政党や様々な組織でも d"の使用が始まった頃である.山の使用が広まり

始めているこの時期にΠiを推進しようという動きは,LeⅦnderが指摘したように,

スウェーデン全国民にとって意味を持つものとはなりえなかった.その意味で

WeⅡanderの主張は 19世紀に行われてこそ力を発揮したものであった.

福井信子:スウェーデン語のNiについて

4.スウェーデン語における「dU改革」

スウェーデン語の歴史には「ni改革」だけでなく「dU改革」という言葉も存在

する.

スウェーデンでは第二次世界大戦後,特に若い人の問でdUが広く使われるよう

になった.1960年代になると d0の使用が社会全体に爆発的に広まり,1970年代

の終わりには dU がほとんど唯一の呼びかけの形になってしまう.これが一般に

「dU 改革」と呼ばれているものであるが,これを改革と呼ぶのは適切ではないと

いう意見もある. Maπ肌Sson は,この「dU改革」とはスウェーデン人なら誰でも

知っている非常にスウェーデン的なものだとしたうえで,だがいったい誰が始め

たものなのか,改革が功を奏したのかどうかなど,意見が分かれており,実は,

改革などというものはそもそも存在しなかったのではないか,スウェーデン語も

スウェーデン人もdU改革に関心を持ったことはないのではないか,と述べている

(Martensson 1987.27-28).

dUの広まりは,一般の人々の問で自発的に起こった「下からの変化」であると

いう点でその後の研究者の見方も一致している.乃人々は互いに平等だという

意識を強く持つようになり,気取らずに団結を示す山は民主的なものとして,

受け取られ使われるようになった.

dU の急速な浸透ぶりは社会の状況が変わってきたからであろうと考えられて

いる.まさにその時代の只中でWesS6nは社会の変化とdUの広まりについて次の

ように記している.

「人々は自然に仲間として付き合う形で出会うことが以前よりも多くなってぃ

る:仕事,勉強,兵役,娯楽の場で.さりげなく互いに dUで呼びかけることはま

すます日常的になる,知り合ってから短い場合でも,まったく初対面であっても.

dUは若い年代で,また特定の社会グループで,強く浸透している.人々は古い時

代の階級意識からはまったく自由になっており,自分がこのように偏見がないこ
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とを言葉においても示したいと思っている.」(wessen197Q 59).

dUが 1970年代末に向かってこれほど急速に広まった理由として Nolrby (1997

322)は特に次の2つを挙げている.1つは,あらゆる状況で使える d0 というの

は,肩書きや「汚染された(infekt0松t)」 niに比べてはるかに利点が大きかったこ

と,もう1つは,多くの職場や公共機関がすぐに一般的なdUの使用を導入したこ

と,この2点である.職場や公的な場で dU が導入されたこと,これがいわゆる

dU改革である.

1960年代に爆発的な広まりを見せる前に,すでに労働者の間で,また政党や他

の組織でもdUが使われ始めていた.いわぱdU改革の準備期であるが,1950年代

には銀行や郵便局,出版社など様々な職場で変化が起こりつつあったことが新聞

記事から垣問見られる.「肩書きでの呼びかけをやめ,誰もが heΠを使うように

なった」とか,「同じ任務についている者はdUで呼び合うが,仲間でも年上の者

や上司には肩書きで呼ぶことが多い」,「女子事務員はdUの方を好む,Ⅲlafr6k肌

という呼び方から解放されたがっている」,「Niは味気ない」など,職場でのいろ

いろな状況が伝えられている(Marte"SSO0 1987.28-29).

1960年代に入ると, Mを寸飢Ssonの言葉で言えぱ,dUの使用が「制度化され始め

る(institutionaliseras)」.まず公的な部門において,すべての人が互いに d0 と言っ

てもよいということが決定される.新しく「医療委員会(Medicioalsty祀Isen)」の
委員長となった Bro, Rexed8)は 1967年7月に肩書きの廃止を実行した.1968年

にはテレビの政治討論会で,政治家同士が d゛を使って議論するという歴史的な

事態も出現する.1969年に 010fpalme9)が首相になったとき, Jagsagerduist6rsta

m6jli部 otst血Chling.<私はできる限り広い範囲で d0 と言う.>と発言して新聞
で話題になった.だがノyレメ首相は dU 改革を組織的に実行することに関心が

あるわけではないと言い,次のように語った. rdU で話すことは,私の側から何

の手段を講じなくても育ってきた.たとえぱ職場や学校を訪問したときに自然と

そうなった.dUで話すことは特に何の手段をとらなくても育ってくる自然なプロ

セスだと私は悪、う」.しかし,60年代末のパルメ首相を待たずとも,過去にも du

で話すことを許した大臣がいた.1938年に PerNbinHansson'の首相は,dU で話し

かけられることに異存はないと言明し,1940年代には WigforsS川大蔵大臣が

「すべての人が dU と言うことが完全に広まるまでは,スウェーデン語に秩序は

生まれない」と語った.19価年にはTageErlandern)首相にっいて,首相は原則と

して党員とdUで話すが,実際に山と言う勇気のある人は少ない,と新聞記事に

ある(Martensson 1987:29).

デンマークでは 1982年に,当時首相に就任した保守党の PoulschlnterB)が,

自分に対して dU と言わない人に対して私は腹を立てると発言し,物議をかもし
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たことがある.川このような政治家の発言が決してデンマークのものだけではな

いこと,というより,スウェーデンの例にならったものであることが,このよう

なスウェーデンの事例を知るとよくわかる.

話すときにはこのように dU が一般的になっていったが,広告や書面での

使い方について見れぱ 1960年代末にはまだ dU は優勢というわけではなかった.

WesS6n(197Q 60-61)は 1969年7月の状況を 3つの例を挙げて示している.それ

は①建築関係の広告と,②社会保険事務所からのお知らせ,③大学からの入学資

格者に対するパンフレットである.最初の広告ではNiが使われているが,これは

ひとりの人に話しかけているとも複数の人に向かって話しかけているとも,どち

らにとってもかまわないし,だれの反発も引き起こさず,自然であり効果的だと

W郡S6nは評価している.②のお知らせは,あらゆる世代を対象としたものである

が,人称代名詞は大文字で書かれた DU が使われている.その一方で受動態も

頻繁に用いられている.スウェーデンでは,いろいろな記入用紙の説明や設問に

は受動態が使われているのが特徴的だという. wessen は「硬直した(S固)」受動

態と呼んでいる.③は大学入学資格者が対象で,若者を念頭に置いて作成された

パンフレットである.大学改革について若者の信頼と協力を得ようと努めた

結果,dUが使われている,と彼は者える.同じ大学関係の冊子でもその後まもな

く出されたものでは,直接の語りかけを避けて,つまり ni も dU も使わないで

「人は(m肌)」という代名詞を使っている.
Wessenはこうしたことから,1969年当時の状況を, dU と niの選択に悩み苦し

んでおり,ぎこちなく不自然だと判断している. wessenはどちらか1つの代名詞

に統一されるのではなく,親しい仲間同士で使う山と,礼儀正しく丁寧なniの

2つの呼びかけ語が,はっきりと分けられて存在することが望ましい,と考えて

いる.親しくない場合,双方が距離を置いて話そうとするときの丁寧な代名詞が

あったほうが,人問同士の交際は軽やかなものとなる,スウェーデン語の現在の

状況はゆがんでおり,大半のヨーロッパの言語と同じように2つを操作する体系

になるべきだ,というのが Wessen の一貫した主張である.隣国のデンマーク語

の De と dU の使い分けが彼の目には望ましいものと映っている(wessen 1970

61-62).

Maπ閉Sson(1987)の「役所が私たちと dU で話すようになったとき 公的な

言語の略式化」という論文は,公的な文書類で呼びかけの代名詞がどのように変

わってきているかを調べたものである.40年代から 80年代までのパンフレット

類を全部でⅡ3種類励取り上げており,内訳は 1940年代6種類,50年代24種

類,60年代23種類,70年代21種類,80年代39種類となっている.

M翫tensson はその一覧を最後に掲げているが,その際「税金と申告」関係のも

福井信子:スウェーデン語のNiについて
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の(54 種類)と,「社会保険」関係のもの(59 種類)に分けている. Ma札釦Sson

はWessenが例として挙げた③のパンフレットについて言及している. Mきπ即Sson

の資料ではd0が最初に現われるのは 1970年代のパンフレットであるが,1960年

代にもWessenの挙げたもののようにdUの例は見られる.但しまだ一般的ではな

い.Mad肌Ssonは 1960年代を呼びかけの代名詞について混乱していた時代ととら

え,使い方に自信がなくなった人たちはこの問題を避けていると考えている

(Martensson 1987.44).

広告に現われる代名詞にっいて調査研究した他の論文殉を参照し, MartensS伽

(1987.")はそのなかから 1950-1975年の雑誌広告における d0 と m の頻度をま
とめた表を紹介している.それによると, dU と niの頻度が逆転して dUのほうが

優勢になっていくのは 1971年である. wesS6n (1970:61)もこの記述の時点で,

子どもや若者を対象とするお知らせや商業広告では,dUで呼びかけることに利点

がある,と認めている.

Hagemann(1988)は,1940年生まれの Hagemann が自身の体験から 30年間にわ
たるデンマーク語のdU とDeの用法の移り変わりを振り返ったものである.その

なかに, Hagemamが大学生であったときの挿話がある.「1960年代の半ば,大学
に新任のスウェーデン人の先生が来た.彼女は最初の授業時問のはじめに,私た

ちはスウェーデンの大学と同じように,dUで話すことを前提とする,とはっきり

言った.私たち学生の何人かは少々強引だと感じた.なぜなら私たちは互いにdu

で話していたけれど,先生たちとはそうではなかったから.だが 1969年に私が

副専攻の勉強を始めたときには,状況は変わっていた.今度は若手の先生と学生

の間では dU十苗字が使われた.」(Hagemann198& 14の.
またスウェーデン企業内での d"の使用がドイツ国内で多少の違和感をもって

受け入れられてぃるという例もある.スウェーデンの家具メーカー1KEA17)は

1974年からドイツ国内にも支社を持っているが,当初より会社の全員がトツプか

ら臨時雇いにいたるまで伽を使って話している.企業内の文書,従業員宛ての

手紙,掲示板,すべてに dU が使われ,文書の最後にもファーストネームで署名

する. Besch (1998:80-81)は「命令された DU (ein velordnetes DU)」とし、う見出しで
これを紹介している.ドイツではこのような慣習はありえないので, Besch は

イケアに対して呼びかけについての質問を発するのだが,イケアの側からはこれ

が会社の伝統で,特に理由はないという程度の回答しか返ってこなかった.この

やり方がドイッ人の目に進歩的と映ったことも事実であり,会社内での連帯感を

強める働きをしていることも Besch は認めている.だがそのうえで彼は疑念を

はさむ.19朋年に「ドイツ・イケア」社長は,イケア独自の呼び方が権威にとっ

て問題とはならないかという質問に対して,「まったくそれは問題となりません.

IDUN V01.14 20〔)0

115



dUと言った方が簡単です.権威は私たちの場合には呼び方ではなく,人格に根拠

を持っています.」と答えたことがある.それを引用しながら,はたして dU と言

うことですべてが簡単になるだろうかと Beschは疑問を呈している.ドイツ国内

ではやはりドイッの慣習に従うべきだと彼は考えるのである.

社内での dU の使用を裁判に訴えた例が近年あった.ヴェストファーレン=ラ

イン艸ルこスウェーデンの衣料品販売会社 H伽nes & MaⅢiセ岡があり,そこの 45

歳の部長が社内での dU の使用に承服しなかったのである.1998年7月に州労働

裁判所でもラインの労働裁判所でも敗訴した. Besch はまだ判決理由を入手して

いないが,外国の会社の経営哲学が呼びかけについての地元の慣習や個々人の権

利よりも優先されたのだろうと推測し,不満に思っている.

Nsbyeは,ドイツ語での呼びかけの慣習は,デンマーク語と比べると,いくら

か重々しく荘重であり,ロシア語やフランス語に近いととらえている.「知らない

者同士の間で自発的に dU が現われることはない.かつて私たちがそうであった

ように,同僚や知人の間で山へのイニシアティブを取るのは,年上の者かまたは

社会的地位が上の者とされている.ドイツの大学生は最近まで以前と同じように

Sieで話していたが,今ではより気楽なdUがたいていの場所にだんだんと入りこ

みつつぁる.1960年代に,北欧の学生が自分たちがいつも使っている d"を自動

的にドイツの大学で使おうとすると,気まずい感じがすることがあった.」(Kisbye

1985:27).

福井信子:スウェーデン語のNiについて

5.スウェーデン語における niの新しい用法

スウェーデンではこれは"detnyani卸def'と呼ばれている.これは 1980年代の

半ぱに注目されるようになった現象で,その推進者は若者である.1960年代生ま

れの若者は生まれたときから,dU の使用が盛んになる一方の社会で育ったため,

niという代名詞についての過去の歴史や,それがどれほど否定的な響きを持って

いたかという背景については知らず,またniの使用を避けるために肩書きが使わ

れたという煩雑な経験も持っていない.そのためniを単なる礼儀正しい呼びかけ

としてとらえている.

年配の人たちは,せっかくdUが確立されているのになぜまた事態を複雑にする

niを使い始めるのかと,若い人たちの使い方に苛立った.古い世代の人たちに

とっては, dU は民主的で人々の団結を示す代名詞であり,あえて ni を使うこと

は人々の対等な関係に水をさす態度と映ったのである.一方若い人たちにとって

は, dU で話すことがあまりに自然であったため,改まって話をするとき,特に

礼儀正しくしたいと思、うときなどに別の言い方をしたいと感じ,それでniを使い

始めた.その意味で新しい世代にとっては dU とは親しさを表わす代名詞であっ
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たのである.たとえぱ就職のための面接の場で,若い人たちは丁寧な態度,礼儀

正しさを示そうとしてniを使おうとする.それに対し年配の人たちは,大方の人

はもう社会で職に就いているわけだから実際にそのような場面は多くはないだろ

うけれど,面接でniを使わなくてはならないような職場ではそもそも働きたいと

は思わない.世代間にこれだけの違いがあると考えてよいであろう.ただその古

い世代も,具体的に自分の息子や娘が社会にうまく適応していくことを望むで

あろうから,若い世代がniを使い始めているなら,息子や娘自身も状況を微妙に

判断してniを使うことにまでは異論をはさまないであろう.

MきH印Sson (1986)は, ni の新しい用法が生まれてきた背景には, ni にっきま

とっていたいろいろなニユアンスが変わってきたからだろうと考え,若い人たち

の間で調査を行おうとした.かってAkeBjaS比dt という研究者が,ルンド大学で

心理学を学ぷ 50 人の学生(大半が 20歳から 25 歳という若者で,男性と女性が

半々)を対象に,山と m についてそれぞれどんな連想をもつか調査を行ってお

り,その結果が 1958年のNy.W那加Smdia に発表されている(Bje玲todtの論文は
筆者耒見). Ma此飢豁肌も 1985年に同じようにルンドの心理学専攻の学生 50 人

(但し男性15人,女性35人)を対象に同じ質問表で調査を行い,さらに 50人の
高校生に対してアンケート調査を行った.

連想テストでは 10 組の語のぺアを挙げて,たとえぱ「温かい」と「冷たい」

を両極端にして全体を7段階に分けると,dU と ni はそれぞれどこの段階に連想

されるかという平均値の位置づけを示した.10組の語とはn畄<近い>と埴rran

<遠い>, varm <温かい>と kaⅡ<冷たい>, mjuk <柔らかい>と hard

<堅い>, avslapP即<くつろいだ>と Spand <緊張した>, ung <若い>と

gammal <年取った>, nannandesig <近寄る>と則lagsnandesig <遠ざかる>,

Positiv <肯定的>と negatN <否定的>,卸川ndad <丸みのある>と kantig

<角ばった>, vanlig <普通の>と Ovanlig <まれな>,1ag <低い>と舶g

<高い>である.1958年と 1985年を比べると,「若い・年取った」「普通の・ま

れな」のぺアを除くと,どれも山と ni の連想は互いに歩み寄ってぃる.だが

距離感や年齢に関してはどちらの調査でもはっきりと,「近い」,「近寄る」「若

い」はdUで連想され,「遠い」,「遠ざかる」,「年取った」はniで連想されている.

1985年の方では, dU が誰に対しても使われるようになった結果, dU についての

「柔らかい」,「温かい」,「丸みのある」という連想が 1958年よりも低くなってぃ

るという(Mき,t即Sson 198626-27).

また高校生に対するアンケート調査には,18 の語を挙げ, dU と niのそれぞれ

で連想されるものに印をつけるというものや,状況を挙げてこのような場合にni

を使うと考えられるかを問うものなどが含まれていた.全体としてM翫tenssonは,
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dUの肯定的な意味合いが薄れてむしろ中立的と受け取られるようになり,一方ni

からは否定的な響きの多くが消えてしまっている,とまとめている(M誠印Sson

1986:32).

さらに 90年代に入ってからは, Norrby (1997)も同じ連想テストとアンケート

調査を繰り返し,40年の変遷をたどろうとした. Norrby は niの一般的な連想と

して 1985年と 1996年のどちらでも「礼儀正しい」,「年取った」,「遠い上「親切

な」を挙げてぃる.連想の度合いがおおむね1996年では弱まっているなかで,「親
切な」だけは,もちろん dU での連想が高いわけだが,niで連想するという度合

いも高まってぃることは興味深いと Norrby は指摘している. N0汀by によれば,

山に対する連想は 1985年よりも 1996年の方で,「近い上「温かい」,「近づく」,

「肯定的上「丸みのある」という面が強くうけとめられている.一方, ni はかっ

ての否定的な連想は消え,1985年よりもなおいっそう肯定的な価値を与えられて

いる.1958年の調査以来,niは「遠い」という基準に関して一定の価値を持って

いる.これは距離を作り出すという機能がniに求められていることの表われだろ

うと N0汀byは述べている.

社会全般で d"が使われていると見えるデンマーク語においても,若者の間に

De を使い始める傾向が多少見られるという.二十代後半の若者が,自分では do

と呼ぱれるのが自然だと思っているのに,年上の大人に対して De と言うことが

ある.またコペンハーゲンに限ってだが,社会的に上層の家庭の若者は,年配の

大人に対して De を使うことが一種社会的地位の印だと者えていることがうかが

える(Hansen 199& 22).だがデンマークでは,スウェーデンのように De の新し
い用法として注目されるまでにはなっていない.

福井信子 スウェーデン語のNHこついて

6.まとめ

北欧語では他のヨーロヅパ言語に比べて親称形の使用範囲が広いと受け取られ

てぃる.たとえぱ北欧からドイッの大学に勉強に行った者は,北欧の慣用を持ち

込んで教師ともd0で話すのを当然と思ってしまうが,ドイツではまだそのような

状況ではない.またフランス人の男女がそれまでのVOUS から加で話し始めたと

きには,非常に親密な雰囲気が感じられるが,デンマーク語の場合にはdUがその

ような雰囲気を醸し出すことはない.

北欧としてまとめられると,女性の社会進出が盛んで男女平等の進んだ国,社

会民主党政権のもとで社会福祉が進んだ国という北欧の一般的なイメージが優先

してしまい,北欧内部の違いはあまり意識されない.スウェーデン語の dU と Ni

が,デンマーク語のdUとDeに完全に対応するわけではないことは,見てきたと

おりである.
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スウェーデン語の歴史でどうして ni がそれほど否定的なニュアンスを帯びる

ようになったのか,その否定的なニュアンスというものが,どの程度に感勲無礼

なのかあるいは粗野なのか,私にはまだ判然と理解できない.ここで私が考える

のは,niが使われていたような状況をたとえぱデンマーク人であっても同じよう

に感じ,デンマーク人であっても同じようにniをどんどん否定的にとらえるよう

になったか,ということである.スウェーデンでは肩書きがある者に対しては肩

書きが使われたため,niは肩書きのない者に対して,つまり立場が上の者から下

の者へと一方的に下向きに使用されるようになった.一方的に使われることを,

いわば安定した状態とうけとめ反発を感じることなく淡々と使い続けるという

行き方もあったはずである.だがスウェーデンではそうはならなかった.

niと「呼びかけられた者が自分を社会的に弱い側だと受け入れなかったときに

は,また呼びかけられた者がこの表現によって社会的地位のちがいを感じさせら

れたくなかったときには」,失礼で不親切だと感じられた,という記述があった

ことは先にも述べた(Teleman a 01.1999:267).このような記述の背景として,
スウェーデンの社会全体には,社会的な立場の違い,社会的地位の違いが人問同

士の付き合いの中で必要以上に強調されることを好まない傾向があるのではない

か,と私は考える.スウェーデン人は立場や地位の違いを感じさせられるような

状況に対し,どちらの立場の者も,地位のある者もない者も居心地の悪さを感じ

るからではないか,と私は推測する.それは一種の平等意識,仲問意識と言える

と思うが,それが他国たとえばデンマークよりも非常に強かったことが,呼びか

けの2人称代名詞や肩書きの使用の複雑な状況につながったのではないか.

スウェーデン人の場合,肩書きを互いに使っていたということは,社会的地位

にこだわっていたからだという印象を与えるが,実は,立場や身分の違いがある

ことを感じさせるniの居心辻也の悪さから逃れるためであり,平等に徹したかった

からこそ肩書き使用が異常に広まってしまった.人間同土は対等であり,対等で

あるべきだという意識は社会全体に浸透しており,そのためちょっとした不平等

にも敏感に反応しそれをなくそうとする.そのような態度が他国の目には,細か

いことにこだわり融通がきかないと映ることがあるのかもしれない.これほど平

等意識の高い国民であったから,1960年代,1970年代の伽の広まりも「d0改革」

と通称されるほど徹底していた.企業内でdUを導入したときも,デンマークでは

当初新聞等で冷ややかな反応が見られたのに対し,スウェーデンでは迷うことな

く推し進められた.
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(D 福井信子(200の.

(2) Aobo, Bhgi廿0.1988."D0 玲tedot f価 do". poh'1ik'" W化加,20.フ.1988.この中に
Dansksplogn記Vn の AmeHamburger のコメントが引用されている.
(3) eiaswosS60 (1889-198D 言語学者.1928-56年ストツクホルム大学ノル
ド語学教授.

(4) E丘kwdla"d町 U認4-197フ)言語学者.1931-51年ストツクホルム大学ド
イツ語学教授.

(5)ストックホルムで発行されている日刊紙.創刊は 1864年.
(6) L釘S L0Ⅶ加釘 a883-195の方言学者,文化史研究家.1920年よりウツプ
サーラの方言・民俗学研究所の学術研究員.ダーラナ地方の方言と民衆文化

を特に専門とした.

(フ) Ahlgル",P0卿.1978. r辺mbのd't"iなど.これは m を歴史的に幅広く扱った
重要な博士論文であり, Mart肌Sson もいろいろな箇所を引用している.今回
入手が脱稿直前だったため,私自身はあまり参照できなかった.

(8) Bm, R休田 U914年生まれ)医師.1953-67年ウツプサーラ大学解剖学教
授.1967-68年には MedicinalstyrelS即の,1968 -78年には Sodalstyrelsen
のそれぞれ委員長を務めた.

四) 010f P凪mo a927-198の社会民主党の政治家.1969-76年,および 1982
年から暗殺される 1986年まで首相を務めた.

aの P釘 Nbm Ha"SSO"(1885-194の社会民主党の政治家.1932-46年の 14年
問首相を務めた.

(1D Emstwigf0玲S a881-197フ)社会民主党の政治家.1925-26年,および 1932
-49年の長期にわたって大蔵大臣を務めた.方言学者でもあり,1913-18

年にはルンド大学ノルド語学科助教授の経歴を持つ.

a2) TogeEd飢da a901-85)社会民主党の政治家.1946-69年首相.
(13) Poolsch川t釘(1929年生まれ)デンマークの保守党の政治家.1982-93年首
相.

(14) 1.rsen, He11e Ravn.1982." T記nk fφr du/De taler og dφmmer". Berlin8Ske πde11de,
269.1982

a5) Mad印豁伽の本文では112となっているが,最後に挙げられている一覧を見
ると 60年代のパンフレットが22ではなく23 あり,全部で H3種類というコ

ことになる.

a6) M含rtensson 力S引用しているのは, Nowak, K & G. kldren.1981. Rek1α版 Och

Sa1πhd11If'brαπdriπ8. variaιion och k0πSια11S i sveπSka populdraπh011Ser 1950
1975. Lund

(17)1臨A は 1943年に創立された世界有数の家具メーカー.1旺A とは 1"部笹

Kamprad, Elmtaryd, Agunnaryd の頭文字.
a8) H&M とも略される衣料品販売会社.最初の店舗は 1917年に開かれた.

福井信子:スウェーデン語のNHこついて
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Om detsvenske tiltaleord Ⅳ'i

Forske11en P会 forholdene i sverige og Danmark

IDUⅣ

Som de 丑este euroP鶴iske sprog har b含de svensk og dansk mulighed for at bruge to

Slags stedord som tiltale til en enkelt person. Dansk rader over du og De, der svarer til du

Og Niisvensk. Men der er en stor forskel, n含r man ser pa forholdene i de to sprog. Dansk

De, som kom ind i sproget efter det tyske mφnster i 1700・taⅡet, har holdt fast pa sin

neutrale V記rdi og er blevet ved at fungere som et hφaigttiltaleord. svensk Ni var egentlig

aeHalstiltale og bNgtes som den hφaige tiltalefonn over for en enkelt person. Men ordet

丘k efterh含nden en sa negativ Mang, at det blev upassende at bNgeNi alene, n含r man vHle

Vise sig hφa地.

I stedet for Ni begyndte man at bNge titel som tiltale i 卿Sten a11e si加ationer i

Samfundet. TitelbNgen var dog belastende og upraktisk, dels fordititlen m含tte gentages

gang pa 8ang i samtalen, og dels fordi det ikke var nemt at kende den rette utel ved en

Person.

Nlerede i 1800・ta11et opstod der en S含kaldt πi-reform i sverige. Der var nemlig en

beV記gelse, der φnskede at afskaHe titelbNg og eねblere lvi som en neutral hφaig

tiltaleform. Men st記rkt negative associationer ved ordet f0血indrede Nii at blive b川gt

Som almindelig tiltale. senere i 1930eme kom Ni P含捻le igen, men dengang var du

aⅡerede almindeligti visse kredse, og man fφlte ikke mere behov for Ⅳ'i's etablering. og

Sa kom 1960erne og 1970etne, hvor du udbredte sig voldsomt og blev det eneladende

tiltaleord.

I midten af 1980eme opdagede sprogforskerne den nye brug afⅣi blandt unge

mennesker. De unge, del ikke kendte til den negative klang .ved ordet Ni, opfattede det

Som en hoaig og passende tiltaleform, n含r de fφlte at dU 1φd Hdt folintimt. En sadan ny

bNg afⅣi eksisterer stadig, og man kan godt sige at bNgen n記Sten er etableret.

Den st記rke udbredelse af du fandt ogS含 Sted i Danmark i 1960eme og 1970eme. Men nu

til dags m記rker man at dansk De er ved at vende tilbage i sproget, nemlig blandt de unge,

der vil markere sig som hφaige.

V01.14 ・ 2000

Nobuko Fukui

Resun1亘
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